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圃・

主
力
ラ
ノ
ミ
ヤ
ツ
コ
財
造

財

は

多
加
良
と
削

む
べ
〈
、
和
名
抄
に
江
削
抑
竹
原
仰
酬
と
あ
る
地
、恐

ら
く
は
こ
の
族
人
の
本
阪
で
あ
ら
や
っ
。
こ
の
地
は
も

と
多
加
良
と
い
う
た
の
を
、
和
銅
六
年
の
紹
命
な
ど

に
よ
っ
て
、
竹
原
と
改
め
た
か
と
も
言
は
れ
る
。

竹

h
F
カ
ラ
ノ
サ
ッ
シ

賓
の
鋤
子

一
加
。
森
山
崎

円曲
名
。
元
職
十
年
二

n
m口
彦
丘
(
術
長
信
の
家
に
て
、

普
凶
喜
平
次
京
別
が
、
幼
訴
の
祝
べ
る
詑
紛
の
時
間
を

見
て
、誠
の
間
以
は
い
か
な
る
も
の
ぞ
と
持
ね
た
か
ら
、

そ
れ
に
郎
じ
て
活
者
が
日
間
々
論
併
し
た
趣
を
出
い
て

あ
る
。

主
力
ラ
ノ
オ
ミ

財
医

古
研
記
に
、
依
我
石
河

蝉
討
の
末
弟
若
子
宿
耐
を
江
沼
財
砲
の
組
と
記
し
て

あ
る
。
円
程
に
引
い
て
山
口
延
伎
は
、
そ
の
財
崎
?
を
問

手
の
訟
で
あ
る
と
の
設
を
ぬ
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
江

削
を
ヱ
ヌ
マ
と
訓
む
か
ら
起
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、

耐
を
ヌ
マ
と
い
ふ
こ
と
は
古
言
に
例
が
な
く
、
江
泊

も
エ
ヌ

マ
に
非
ず
し
て
エ

ヌ
た
る
べ
き
こ
と
は
、一

に
江
停
と
部
か
れ
る
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
出
や

財
字
と
附
守
と
泌
も
類
似
し
て
陪
ら
ぬ
で
は
な
い

か
。
古
本
記
の
江
泊
川
隠
は
江
沼
悶
・
財
出
と
あ
っ

た
一
手
を
腕

L
、
若
し
く
は
略
し
た
も
の
で
、
若
子

宿
剥
が
こ
の
こ
氏
の
剥
で
あ
る
こ
と
を
い
ふ
も
の
で

あ
ら
う
。

主
カ
ラ
ザ
カ
メ

財
謹
女

仁
明
夫
ur
永
利
元
年

一一』
十
三
日
加
白
石
川
柳
の
入
山
川
地
女
、

一
た
び
に

し
て
一
二
男
を
生
ん
だ
。

凶
っ
て
正
校
三
百
束
及
び
乳

母
一
人
の
公
叡
や
・
給

L
、
以
て
之
を
育
在
せ
し
め
た

と
あ
る
。

J
タ
カ

ラ
ノ
ミ
ヤ
ツ

コ

財

道。

タ
カ
ラ
ヅ
カ

貧
塚

邸
主
部
隊
旧
日
及
び
徒
住
谷

の
境
界
な
る
一
二

O
米
の
高
塚
山
に
在
る
。

一
名
高

一
時
又
は
銭
町
四
と

い
ひ
、抽出
管
の
制
採
と

い
ふ
こ
と
も

あ
る
。

タ
カ

主
力
ラ
プ
ヰ

賓

舵

七

日
刷
耐
の
一
点
っ
た
資
舶
の

悶
に、
『
な
が
き
ょ
の
と
を
の
ね
ふ
り
の
み
な
め
き
め

な
み
の
り
ふ
ね
の
お
と
の
よ
き
か
な
』
と
い
へ

る
廻

文
を
阻
し
た
牢
紙
の
別
物
で
あ
る
。
滞
政
時
代
に
元

日
の
目
前
日
に
政
り
に
来
た
。
そ
れ
を
隊
下
に
敗
い
て

押旧
れ
ば
、世間一
必
を
得
る
と
信
ぜ
ら
れ
た
。

hm
カ
ラ
ベ
ツ
グ
マ
ロ
財
部
鎗
廠

E

仁
明
天
皇

原
郷
が
今
何
れ
の
地
に
陥
る
か
は
詳
か
で
な
い
。
叉

天
平
三
年
の
越
前
一
止
税
似
に
、
江
沼
部
主
眼
財
造
住

mが
あ
る
。
隊
技
若
子
宿
耐
の
筒
で
あ
る
財
隠
と
姓

を
訴
に
す
る
か
ら
、
出
自
は
別
か
も
知
れ
ぬ
が
本
m
H

は
同
じ
い
の
だ
ら
う
。
承
和
元
年
紀
に
、
財
逆
女
が

三
子
を
産
ん
だ
記
附
舶
が
あ
る
。
森
川
平
次
の
加
越
能

氏
朕
併
に
之
を
論
じ
て
.財
氏
は
浴
姓
な
る
が
奴
に
、

こ
の
逆
字
は
造
手
の
朝
刊
で
、
財
治
相
抗
女
と
あ
っ
た
名

を
脱
し
た
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
拾
芥
抄
姓
戸
部
に
、

財
氏
を
無

F
姓
に
列
し
て
ゐ
る
か
ら
、
財
，
逆
女
で

正
し
い

の
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
て
ゐ
る
。
又
承
和
四

年
紀
に
は
.
学
子
川
問
問
叫
諮
綴
脱
出
が
あ
る
。

附
の
佐

川
は
財
迭
で
、
こ
れ
は
財
郎
遣
で
あ
る
。
是
を
以
て

加
越
能
氏
族
側
に
父
説
を
泊
し
て
、
姓
氏
鍛
を
考
へ

る
に
、
日
下
辿
と
日
ド
部
辿
と
は
共
に
河
内
闘
の
長

則
で
、
同
姓
で
あ
る
が
、
出
自
を
異
に
し
て
ゐ
る
か

ら
、
財
治
と
川川
岬
加
治
と
も
自
ら
呉
氏
で
あ
ら
う
。
併

し
約
後
紀
仁
明
天
H
F
承
和
十
凶
年
八
且
の
艇
に
、『
春

日
部
瑚
綴
母
二
人
。

刊

sm字
-ns春
日
臣
。
』
と
あ

る
例
に
よ
れ
ば
、
財
治
も
も
と
は
財
部
氏
で
あ
っ
た

の
を
、
姓
を
賜
う
た
際
部
ヂ
を
削
っ
た
の
か
も
知
れ

ぬ
と
い
う
て
ゐ
る
。
正
品
川
院
の
江
沼
細
山
背
郷
前
帳

に
、
矢
川
財
部
万
自
民

・
矢
山
川
旧
部
夜
和
女
が
あ
る

が
、
矢
川
山
間
部
も
亦
財
部
と
阿
波
に
邸
L
、
矢
印

に
住
ん
で
間
的
た
か
ら
小
氏
を
か
〈
い
う
た
の
で
あ
ら

。
ぅ

の
承
和
四
年
十
一

且
十
七
日
、

加
判
同
能
美
郡
の
人
財

部
繊
同
陣
包
孝
行
を
以
て
筑
せ
ら
れ
た
。
結
城
日
山
は
父

母
の
存
し
た
目
、
定
省
の
組
そ
の
節
を
失
は
ず
、
波

後
に
於
い
て
も
操
行
向
日
出
ぜ
ず
、
朝
夕
哀
川
が
し
た
か

ら
、
隣
里
皆
祁
服
せ
ぬ
は
な
か
っ
た
。

是
を
以
て
勅

し
て
三
時
に
叙

L
、
終
身
そ
の
戸
の
砲
を
施
じ
、
門

聞
に
旋
去
し
て
衆
肢
を
削
奨
L
給
う
た
。

h
F
カ
ラ
マ
チ
エ
ン
シ
ョ
ウ
財
町
岡
正
↓
ヤ
マ

モ
ト
エ
ン
Y

ヨ
ウ

山
本
凶
正
。

h
F
ガ
リ
ヨ
ウ
イ
ン
多
賀

7
因

初
め
能
楽
部
小

松
の
障
で
あ
っ
た
が
、
卒
保
十
五
年
新
知
こ
百
石
を

受
け
て
滞
践
と
な
り
、
総脳円
十
三
年
裂
し
た
。
そ
の

子
話
安
、
二
十
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
た
が
、
明
和
二

年
不
行
紋
に
よ
っ
て
改
易
せ
ら
れ
た
。

h
F
カ
レ
イ
7
イ
ダ
イ
ギ
ン

高
漣
米
代
銀

」

キ

リ
ダ
カ

切
向。

h
F
カ
ヰ
一
一品
井

腿
均
柑
同
分
の
内
の
小
手。

hm
カ

ヰ

高

井

珠
洲
郡
春
日
野
の
内
の
小
芋
o

hm
カ
ヰ
サ
ン
キ
一
品
井
三
喜

初

め
前
回
利
判的の

加
除
問
主
で
あ
り
、
河
北
部
山
上
春
日
枇
〈
今
の
小

坂
耐
駐
)
再
建
の
際
、
筋
同
あ
る
を
以
て
寛
永
」
i
三

年
九
且
そ
の
利
主
た
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の

で
、
後
に
は
吉
凶
家
か
ら
目
見
泊
を
得
て
一一尚
弁
大
和
と

群
し
た
。

主
力
ヰ
エ
ヒ
ヤ
ク
高
井
二
百

名
は
桝
永
。
河

北
郡
山
上
春
日
枇
ハ
今
の
小
坂
耐
枇
〉
の
前
人
で
あ
っ

た
。
好
ん
で
怨
竹
を
紛
き
、
二
百
加
・
叩
出
抑制
・盟
測
位

等
と
加
配
し
た
。
安
政
二
年
十
且
七
十
二
段
で
夜
。

主
力
ヲ
高
尾

江
沼
郡
北
部
に
印
刷
す
る
総
務
。

笈
恕
紀
聞
に
、
こ
の
村
の
朗
々
に
穴
が
あ
る
が
、
村

の
東
金
義
谷
に
あ
る
も
の
が
最
も
深
い
と
記
し
て
ゐ

る
。主
力
ヲ

高
尾

ヨタ

石
川
郡
宙
機
庄
に
鴎
す
る

主
力
ヲ
カ
ジ
ョ
ゥ
一
品
岡
城
越
中
射
水
制
に
在

る
。
こ
の
地
千
保
川
一丸く
城
下
そ
総
b
、
下
流
小
矢

部
川
に
注
ぎ
、
舟
街
逢
に
協
に
沼
ず
る
。
剛
院
長
十
四

年
三
且
お
山
城
椛
災
の
後
、
前
川
利
長
関
川
却
の
地
を

選
定
し
て
こ
i
h

に
械
を
築
き
、
阪
め
て
お
附
と
抑
制
し

た
。
そ
の
移
従
は
、
従
来
之
を
八
且
十
六
日
に
係
け

る
も
の
多
い
が
、
利
自
民
の
削
副
都
に
蹴
っ
て
九
用
十
三

日
と
す
る
の
が
正
し
い
。
こ
L

に
主
り
富
山・
守
山
・

木品川
の
士
郎
滅
。
集
り
、
忽
ち
一
市

ωを
成
し
た
。

利
長
こ
h

に
跨
る
こ
と
六
年
。

十
九
年
五
且
二
十
H

域
内
に
箆
じ
た
。
こ
の
年
十
周
、
前
川
利
市
民
〈
を
大

坂
に
出
L
、
領
内
各
城
地
に
抑
府
中
、世
い
て
間
同
守
さ

せ
た
が
、
高
附
が
何
人
に
よ
っ
て
守
仰
せ
ら
れ
た
か

は
詐
か
で
な
い
。
但
L
笠
元
利
允
年
の
役
に
は
間
島

問
中
一
吉
を
置
き
、
凱
旋
の
後
利
治
命
じ
て
恨
の山由

胤
股
間
を
放
せ
し
め
た
。
而
も
そ
の
焔
笠
接
援
を
存

す
る
こ
と
は
す
べ
て
笛
の
如
く
で
あ
っ
た
。
城
跡
の

東
南
二
百
七
十
九
閥
、
南
西
二
百

一
閥
、

商
花
ご
首

部町附
o

h
F
カ
ヲ
一
晶一尾

河
北
部
月
知
の
内
の
小
手
。

主
力
ヲ
ウ
ヂ
一
一高
尾
氏
宮
地
論
長
平
二
年
六
且

七
日
街
路
城
で
討
死
し
た
者
の
巾
に
、
高
地
若
狭
の

名
が
見
え
る
。
叉
長
氏
家
隠
旧
山
内
家
訓
に
、
そ
の
組

太
炊
紫
光
が
天
文
末
年
加
賀
に
来
り
、
高
生
の
城
主

一
両
坐
際
次
郎
か
ら
扶
持
を
引
先
け
た
と
あ
る
。
一
同
生
も

亦
高
尾
に
同
じ
い
。

タ
カ
ヲ
カ
サ
マ
吉
岡
岳
緩

前
川
利
長
が
限
長
十

四
年
九
且
越
中
射
水
郡
市
附
に
移
っ
て
か
ら
後
、
金

持
の
上
下
か
ら
一
同
岳
絞
を
以
て
呼
ば
れ
た
と
見
え

る
。
問
J
l

六
年
五
且
引
七
日
航
山
長
知
・拠
村
渋
川
・

篠
原
一
孝
が
、
榊
枇
例
問
に
利
長
の
快
師
胞
を
祈
っ
た

文
部
の
如
き
は
、
皆

『
一一両
院
総
就
御
不
例
-
z
kf
』
と

記
し
て
あ
ろ
。

O 

五


